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開催の目的・概要 

【開催の目的】 

 過去の学術集会では、様々なプライマリ･ケア領域での病院総合医について議論してき

た。そのため、超高齢社会、医師不足・医師偏在が問題となっている現状では、その役割

については理解されてきている。当学会としても『病院総合医養成プログラム認定試行事

業』を行ってはいるが、その立ち上げや維持･発展では苦戦している施設が多いと思われる。  

今回の企画では、立ち上げや初期の維持に必要なことを、成功例や失敗例を振り返りなが

ら検討し、さらに成功のための維持･発展に必要なポイントについてスモールグループで議

論する。管理者、指導医および研修医という立場を超えて、病院のジェネラリストへの思

いを本音で語り合える場にしたいと考えている。 

【概要】 

 対象は、①家庭医療･総合内科後期研修医、②後期研修修了者で興味ある医師、③立ち上

げを考えている指導医･病院幹部を含め、さらに④総合診療関連に興味をもっている中堅・

ベテランの参加も期待したい。『総合医が欲しい』というだけでは改善されない現状のな

か、いわゆるスーパードクター依存や既に歴史ある有名医療機関の例ではなく、どの地域・

どの規模においても実践可能な立ち上げから維持・発展についての情報や苦悩を共有する

時間としたい。  WSは、現状認識（主催者の情報提供）⇒ 立ち上げに必要なもの（グル

ープワーク）⇒維持･発展で必要なもの（グループワーク）⇒全体討論とする予定である。

グループワークは地域や規模別に分かれて、６人前後のスモールグループとなるようにし

たい。この WSを通じたプロダクトや医師のつながりから、次に企画に発展していくことも

も意識したい。  なお、この企画を円滑に運営するために、過去のプロダクトを一覧でき

るような HPも立ち上げる予定であり、参照いただきたい。 

 


